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下長渕やぐらの一番太鼓で左義長まつりの幕が
切って降ろされました

押し絵や作り物、行燈が道行
く人々に昔ながらの遊び心を
伝えます

大人顔負けの“浮き”で
見物客らを魅了する

若者グループ「新炎会」主催による
市内園児のチビッコ太鼓

か
が
り
火
に
浮
か
び
上
が
る

左
義
長
や
ぐ
ら

雪灯篭で新たな夜のおもてなし

子どもばやしコンクールで熱演する子どもたち

青
年
団
体
連
絡
会
が
勝
山
橋
に

作
っ
た
雪
灯
篭
に
明
り
を
灯
す

三
室
小
学
校
の
児
童
た
ち

祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
「
ド
ン
ド
焼
き
」

で
、
１４
基
の
ご
神
体
に
ご
神
火
が
点
け

ら
れ
る
と
、
会
場
は
赤
々
と
燃
え
盛
る

炎
の
競
演
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す


